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活動団体  南九州市茶業振興会  

役職  地域おこし協力隊  

氏名  髙久博子  

着任日  令和２年２月１日  

 

活動月  令和２年６月（着任令和２年２月） 

主な活動  1. Facebook 用写真撮影・記事作成・投稿  

2. ホームページ更新作業  

３.   地域訪問  

1. Facebook 用写真撮影・記事作成・投稿  

 今月は、知覧茶の 2 番茶、そして中切りの時期で、現在の知覧茶の摘採などの様子を定期的に

発信していくことを心がけた。ようやく定期的に発信をしていくことには慣れてきたが、イベントも少ない

中でその内容がますます重要になってきている。 

最近 Facebook では、茶業に携わる人をクローズアップさせる内容はアクセス数が高いようである。 

今後も知覧の魅力ある風景、場所、茶畑の作業の様子とともに、できるだけ多くの人々に登場して

いただける内容にしていきたいと思う。 

 
 

２．ホームページ更新作業  

HP の生産者情報のページの修正を行っている。工場の代表者等、こまかい変更が多く、誤りの

ないように作業を続けている。HP はできる限り最新の情報をお伝えしていきたい。 

また今月は昨年知覧を訪れた米国人のミュージシャンの方から、知覧訪問後に制作した曲を知

覧茶の公認曲にしてほしいとの依頼があった。残念ながら今回は公認とはしないことになったが、 

開聞岳の絵の入ったジャケットのアルバムの中の 1 曲であり、良い機会があれば、使わせていただきた

いと思っている。 
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3. 地域訪問  

今月前半は 2 番茶摘採中の前原製茶さんをお訪ねした。なかなか摘採中の茶園を訪れるのは  

タイミングが難しい。いつものように突然であったが、快く写真、動画撮影をさせていただき、  

お話を伺わせていただいた。摘採機を間近で撮影すると、やはり動くスピードが速く、相変わらず危

険を感じる。実際に作業されている方たちが気の抜けない作業をされていると実感した。コロナの

影響で販売は厳しいが、2 番茶の出来はよいとのことであった。前原さんは茶木を苗から育ててい

るとのことで、作られているお茶への想いを感じた。また今月後半は、農研機構枕崎茶業研究拠

点根角所長にお時間をいただき、茶葉のことを教えていただくだけでなく、様々な仕事についてのア

ドバイスをいただくことができた。 

  知覧は多くの品種を栽培し、その品種のお話，試飲、知覧茶の特徴、また今後 Facebook の

ことなど、仕事をする上で心がけるべきことなどをたくさん教えていただいた。 

勉強することは多く、追いつかないことばかりだが、アドバイスいただいたことを頭にいれて、少しずつ

実践していきたいと思う。今月、訪問箇所は多くはなかったが、Facebook、ホームページの今後

について検討する機会を得る時間となった。コロナの影響が大きくなっている中で、来月以降、でき

るかぎり外へ出て、よい発信ができるようにしていきたい。

 


